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弘 前 大 学 総 務 部 広 報 ・ 国 際 課

学術講演会・研究発表会・公開講座

総合情報処理センター「研究開発成果発表会」開催のお知らせ

総合情報処理センターでは以下のとおり研究開発成果発表会を開催いたします。

多数ご参加くださるようお願いします。

１．日 時： ２０１３年９月２０日（金）１０：００～

２．場 所： 総合情報処理センター４階 計算機システム研修室

３．プログラム：

１０：００～１０：０５ センター長挨拶

※以下２つのプログラムは、発表１５分、質疑応答５分ずつとなります。

１０：０５～１０：２５

『タブレット端末を利用した講義、会議のためのシステム構築』

佐川 貢一（理工学研究科 准教授）

１０：２５～１０：４５

『２１世紀教育「情報」テキストの改訂』

水田 智史（理工学研究科 准教授）

１０：４５～１１：００ 懇 談

※また、１１：００より総合情報処理センターから次の報告を行いますので、併せて

ご参加くださるようお願いいたします。

１１：００～

『ペーパーレス会議のためのシステム構築に向けた

総合情報処理センターの役割（仮）』

１１：２０～

『次期計算機システムの更新に向けた利用者ミニ懇談会（仮）』

４．対 象： 本学教職員ならどなたでも参加可能です。

弘前大学総合情報処理センター申込み・問い合わせ先：

TEL： ０１７２－３９－３７９１



第２回 弘前大学・グローカル連携研究会開催のお知らせ

総合大学である弘前大学の各部局の研究ポテンシャルを発掘し、地域（Local）とともに広い（G

lobal）視野で学内のシステム改革や他大学・研究機関との連携を一層推進し、地域をリードし、

時代の変革要請に対応できる大学の姿を再検証し、実践する目的で、文理融合型の弘前大学・グロ

ーカル連携研究会が７月９日に発足しました。当日は学長、各部局の教員と事務局から多数の参加

のもとに有益な討議ができました。その具体的な学内連携グループ組織形成と外部研究教育活動を

目指して第２回研究会を以下のように企画します。

ぜひお誘いあわせの上、ご参加ください。

１．日 時： ２０１３年９月２０日（金）１５：００～１７：３０

（開場１４：３０、開演１５：００、終了１７：４０）

２．場 所： 弘前大学コラボ弘大８階 八甲田ホール

３．講師と内容：

・「我が国の科学技術イノベーション戦略と大学研究」

講 師：内丸 幸喜（（独）科学技術振興機構（ＪＳＴ）・経営企画部長）

・「地域課題の解決に向けた欧米の産学連携

― 欧米にみる文理融合の潮流と我が国での課題 ― 」

講 師：清 剛治（金沢大学 大学教育開発支援センター 特任助教）

・「弘前大学地域共同研究センターの活動紹介」

講 師：伊東 俊司（弘前大学 地域共同研究センター長・教授））

・パネル討論会『弘前大学からの研究戦略～地域とともに世界に発信～』

問題提起（３人）：鯉沼 秀臣 （東京大学・客員教授）

佐々木純一郎（弘前大学大学院地域社会研究科・教授）

古屋 泰文 （弘前大学北日本新エネルギー研究所・教授）

パネラー：講演者、問題提起 提案者 ほか

４．参加費： 無 料

５．対 象： 弘前大学教職員・一般（学外も含む）

（定員：５０名）

６．主 催： 弘前大学・グローカル連携研究会（設立代表 檜槇貢・地域社会研究科長）

共 催： 弘前大学大学院地域社会研究科

弘前大学大学院地域社会研究科 佐々木純一郎問い合わせ先：

弘前大学北日本新エネルギー研究所 古屋泰文

E-mail：sasajun@cc.hirosaki-u.ac.jp（佐々木）

furuya@cc.hirosaki-u.ac.jp（古屋）

弘前大学教育学部附属教員養成学研究開発センター講演会

「山梨大学から学ぶ教職大学院の展望－弘前大学教育学部への示唆」開催のお知らせ（再掲）

昨年８月、中央教育審議会「教職生活の全体を通じた教員の資質能力の総合的な向上方策につい

て（答申）」が出されました。この答申では、「教育委員会と大学との連携・協働による教職生活



の全体を通じた一体的な改革、新たな学びを支える教員の養成と、学び続ける教員を支援する仕組

みの構築」が提起されています。特に、教員養成改革については、「教員養成を修士レベル化し、

高度専門職業人として位置付け」ること、具体的には「教職大学院制度を発展・拡充し、全ての都

道府県に設置を推進すること」がその方向性として示されています。

現在、弘前大学教育学部においても、教職大学院の設置に向けて準備を進めているところです。

今回はその準備の一環として、山梨大学大学院教育学研究科長であられる中村享史先生をお招きす

ることといたしました。同研究科教育実践創成専攻（教職大学院）は平成22年度に設置され、これ

まで「地域の学校の課題に即した学校改善・授業改善の構想力・実践力を育成するとともに、教育

に関する高度の実践的専門性と教育実践を具体的な場でリードする力の育成」に取り組んでおられ

ます。講演会では、山梨大学のこれまでの取り組みやその成果や課題とともに、本学部における教

職大学院の設置に向けた示唆についてお話しいただく予定です。

１．日 時： ２０１３年９月１３日(金) １０：３０～１２：００

２．会 場： 弘前大学教育学部棟１階 大教室

３．対 象： 興味のある方ならどなたでも参加可能です。

４．講 師： 山梨大学大学院教育学研究科長

中村 享史 氏

５．申 込： ９月６日までの事前申込をされていない方でも、多めに

資料をご用意しておりますので、直接会場までお越しく

ださい。

弘前大学教育学部附属教員養成学申込み・問い合わせ先：

研究開発センター 吉崎 聡子

TEL： ０１７２－３９－３４８８

E-mail：kotosa@cc.hirosaki-u.ac.jp

弘前大学男女共同参画推進室 第６回講演会

「地域連携による男女共同参画の推進～三重県内を中心とした事例紹介～」開催のお知らせ

（再掲）

三重県教育界における女性リーダーとして活躍されている鈴山先生を講師にお招きし、大学と地

域との連携についてお話しいただきます。

ご講演終了後１４：００より“さんかくカフェ”を開催いたします。鈴山先生を囲んで、有意義

な時間を共有しませんか。お気軽にご参加ください。

１．日 時： ２０１３年９月１７日（火）

１３：００ ～１４：００（講演会）

１４：００ ～１５：００（さんかくカフェ）

２．場 所： 弘前大学創立６０周年記念会館

コラボ弘大８階 八甲田ホール

３．講 師： 三重大学 学長アドバイザー 鈴山 雅子 氏

４．対 象： 本学教職員・学生（申込み不要・参加費無料）

５．主 催： 弘前大学男女共同参画推進室



共 催： 学園都市ひろさき高等教育機関コンソーシアム

弘前大学男女共同参画推進室問い合わせ先：

TEL：０１７２－３９－３８８８

E-mail：equality@cc.hirosaki-u.ac.jp

URL：http://www.equ.hirosaki-u.ac.jp/equality/

平成２５年度 弘前大学大学院医学研究科公開講座

「認知症の予防、治療、介護」開催のお知らせ（再掲）

認知症を正しく理解していただくために、専門の医師による一般向けの公開講座を企画いたしま

した。

今回の公開講座では、弘前大学医学部附属病院神経内科で活躍する医師が、認知症についてわか

りやすく解説します。参加費は無料です。是非多くの市民の皆様にご参加いただき、理解を深めて

いただきたいと存じます。

１．日 時： ２０１３年９月２０日（金）１８：００～２０：００

２．場 所： 弘前大学医学部コミュニケーションセンター

（弘前市本町４０番地１号）

※駐車場はありませんので、お車でのご来場はご遠慮ください。

３．講 師： 認知症：予防

医学部附属病院 神経内科 講師 瓦林 毅

認知症：治療

大学院医学研究科 脳神経内科学講座 准教授 松原 悦朗

認知症：介護

大学院医学研究科 脳神経内科学講座 教授 東海林幹夫

４．対 象： 一般の方

５．受講料： 無 料

６．申込受付： ２０１３年 ８月５日～９月１３日

（平日の９：００～１６：３０にお申込ください）

※定員８０名に達し次第締め切らせていただきます。

（定員を超えた場合にはご連絡いたします。）

※電話、FAX、郵送、メールのいずれかの方法で下記までお申し込みください。

弘前大学医学研究科総務グループ（総務担当）申込み・問い合わせ先：

（弘前市在府町５番地）

TEL：０１７２－３３－５１１１（内線６７８１）

FAX：０１７２－３９－５２０５

E-mail：med-pr@cc.hirosaki-u.ac.jp



平成２５年度前期 弘前大学人文社会科学研究科

大学院ＦＤ公開発表会開催のお知らせ（再掲）

１．日 時： ２０１３年９月２５日（水）１４：３０～１６：３０

２．会 場： 弘前大学人文学部４階 多目的ホール

３．対 象： どなたでも参加できます。

※入場無料、事前の申込は不要です。

４．内 容： 人文社会科学研究科学生の研究発表

－発表者と発表題目－

（文化科学専攻２年）岡部 友明

「東北地方北部における環状列石の位置づけに関する一考察

―縄文時代後期前葉の土器研究を中心として―」

（応用社会科学専攻２年）顔 小妹（イァン ショウメイ）

「地域福祉推進における福祉ＮＰＯの役割と可能性」

（応用社会科学専攻２年）カク イケツ

「新しい時代の中国における日系企業の国際人的資源管理」

弘前大学人文学部 総務グループ教務担当 齋藤ひろみ問い合わせ先：

TEL：０１７２－３９－３１９５

E-mail：jm3195@cc.hirosaki-u.ac.jp

ひろがれ「弁当の日」開催のお知らせ（再掲）

香川県のある小学校からはじまった「弁当の日」。この日、こどもたちは親の手を借りず 自分

の力だけで弁当を作ります。この体験を通して、食の大切さや家族の愛情に気づき、自立心を養っ

ていくのです。

今回のシンポジウムでは「弁当の日」の取り組みを通じて、食事を作ることの大変さ、一緒に食

べることの楽しさ、食への感謝、そして心身の健康ついて、家族をもつ皆さん、これから親になる

皆さん・大学生・保育士・学校の先生・医療関係者・農業生産者などの皆さんに参加していただき、

「食育」について「学び・考え・行動する」きっかけにしていただけたらと思い企画しました。

みなさんと一緒にここ弘前から弁当の日をひろめていきましょう。

１．日 時： ２０１３年１０月１２日（土）１３：００ ～１６：４５

２．場 所： 青森県武道館

（青森県弘前市大字豊田２丁目３）

３．対 象： どなたでも自由にご参加いただけます。

４．講 師： 前香川綾上中学校校長 竹下和男 氏

助産師 内田美智子 氏

西日本新聞社編集委員 佐藤 弘 氏

弘前大学大学院医学研究科長・医学部長 中路重之 氏



５．主 催： 弘前大学、弘前大学生活協同組合

６．申込方法： ＦＡＸまたはＷＥＢ（携帯可）でお申込みください。

「ＦＡＸ申込用紙」を下記のホームページからダウンロードすることも

可能です。

２名以上で参加される場合は、全員分についてご記入ください。

代表者以外の方はお名前、年齢のみで結構です。

《ＦＡＸの場合》

ＦＡＸ送付先 ０１７２－３６－６９６５

※参加申込用紙[ＰＤＦ] または、参加申込用紙[Ｅｘｃｅｌ]を

ダウンロードしてご使用ください。

《ＷＥＢの場合》

下記ＵＲＬからお申込ください。

ttp://www.hirosaki.u-coop.or.jp/bento/URL：h

７．申込受付期間： ２０１３年８月１０日（土）～１０月６日（日）

※但し、定員１０００名に達し次第受付を終了します。

※参加申込みされた方へ９月後半から随時、「参加証（はがき）」をお届けしますので、当日

ご持参ください。

※お申込人数を超えた場合は、恐れ入りますが来場制限する場合がございます。

※無料シャトルバス、お弁当をご利用の方は事前予約が必要です。

お早めにお申し込み下さい。

弘前大学生活協同組合問い合わせ先：

TEL：０１７２－３４－４８０６

第１５回「家庭でできる看護ケア教室」開催のお知らせ（再掲）

１．日 時： ２０１３年１０月３１日（木）１３：００～１５：３０

２０１３年１１月１４日（木）１３：００～１５：３０

２．会 場： 弘前大学医学部コミュニケーションセンター

（駐車場はありません）

３．対 象： 市民の方々（先着順で３０名様）

４．参加費： 無 料

５．プログラム：

：１０月３１日（木）１３：００～１５：００第１回

「家庭でできる感染予防 ～自分・家族を守る方法～」

「知って得するおむつのはなし

～おむつの当て方のコツ、皮膚トラブルの対処まで～」

：１１月１４日（木）１３：００～１５：３０第２回

「健康的ないきいき生活のちょっとしたコツ

～生活習慣見直しのきっかけになります！～」



実際に即した方法をお伝え致します。※看護の専門領域で活躍するナースが講師となり、

※講義は１回のみの参加も可能です。申込時にお知らせください。

※第２回目は、簡単な運動もありますので動きやすい服装でおいでください。

６．受付期間： ２０１３年１０月１日（火）～１０月１８日（金）

９：００～１７：００（ 祭日を除く）土曜日、日曜日、祝

７．主 催： 弘前大学医学部附属病院 看護部

（この事業は、社団法人青森医学振興会の助成金で運営されております。）

弘前大学医学部附属病院地域連携室 福士明美申込み・問い合わせ先：

TEL：０１７２－３９－５３３７

文部科学省「情報ひろば」にて

弘前大学「被ばく医療」の取組に関する企画展示のお知らせ（再掲）

弘前大学は、文部科学省 情報ひろば「旧秘書官室」において、『「被ばく医療」の取組』につ

いて、一般の方々に分かりやすく紹介するための企画展示を行うことになりました。

これまで本学が取り組んできた被ばく医療人材育成や東日本大震災後に発生した東京電力福島第

一原子力発電所事故での福島県への支援等について、パネル等で紹介いたします。

１．展示期間等： ２０１３年８月１日（木）～１１月末（予定）

月曜から金曜の１０：００～１８：００ ※土曜・日曜・祝日は休館日です。

２．展示場所： 旧文部科学省庁舎３階 情報ひろば「旧秘書官室」

（東京都千代田区霞が関３－２－２）

３．展示概要：

本学では、緊急時の危機管理対策の一環として、以前から被ばく医療に即応可能な体制の

整備に取り組んでおり、これまでに、医学部、大学院保健学研究科、被ばく医療総合研究所

等において被ばく医療の教育、研究を通して、被ばく医療を担える人材の育成を図ってきた

ほか、医学部附属病院高度救命救急センターでは、被ばく患者を受入、治療を行える体制を

整えてきました。

東日本大震災後に発生した東京電力福島第一原子力発電所事故により、大量の放射性物質

が大気中に放出され、環境等への影響を及ぼすようになったことから、放射線に関する基礎

知識を多くの方々に理解していただくとともに、本学がこれまで取り組んできた被ばく医療

に関連する人材育成や福島県への支援等について紹介します。

【主な展示物】

○パネル展示

・放射線の基礎知識

・被ばく医療の人材育成

・福島県への支援

・活動成果の学術的情報発信 など

○実物展示

・霧箱（放射線の飛跡を観測することができる装置です。）

※霧箱実物を展示しますが、放射線の観測は、事前に撮影した映像をモニターで紹介

します。

・放射線測定器

※日常生活で身のまわりにある「乾燥コンブ」等の放射線測定器「ベータちゃん」で

測定できます。



弘前大学総務部広報・国際課問い合わせ先：

TEL：０１７２－３９－３０１２

E-mail: jm3012@cc.hirosaki-u.ac.jp

学 内 掲 示 板

弘前大学出版会から出版のための企画募集

弘前大学出版会から著書の出版を希望される方は弘前大学出版会にご相談ください。出版企画提

案書の書式を添付ファイルでお送りいたしますので、ご記入の上ご返送ください。詳細については

ご連絡いただいた折に、ご説明いたします。

弘前大学出版会（附属図書館内）問い合わせ先：

TEL：０１７２－３９－３１６８

FAX：０１７２－３９－３１７１

E-mail：hupress@cc.hirosaki-u.ac.jp

国立大学協会情報誌「JANU」「JANU別冊」について

本学が会員となっている「一般社団法人 国立大学協会」では、各国立大学の現状や優れた取り

組みなどを分かりやすくまとめた国立大学協会情報誌「JANU」「JANU別冊」を作成しています。

下記ＵＲＬより最新号を含め、今まで発行されたバックナンバーをご覧いただけます。

http://www.janu.jp/report/infomation.html

第２８号・第２５号・第２３号・第２２号において、本学記事が掲載されていますので

ご覧ください。

編集担当から） 講演会、研究発表会、部局行事等の掲載原稿を発行予定日（毎月１日と１

６日の２回）の７日程度前までに、下記のところまでご提供ください。お待ちしております。

◎担当：総務部広報・国際課広報･国際グループ

E-mail: jm3012@cc.hirosaki-u.ac.jp FAX:39-3498、内線：3029


